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オンサイト PPA＋余剰電力循環モデルの取り組み開始 

～環境価値のついた再生可能エネルギーの促進に寄与～ 

 

リコーリース株式会社（以下、当社）は、再生可能エネルギーの活用拡大に向け物流施設の 

ZIP Inuyama・ZIP Kariya(※1)の屋根上に「オンサイト PPA（※2）＋余剰電力循環モデル」を導入し、

3 月 1 日より発電を開始しましたので、お知らせいたします。 

 

オンサイト PPA モデルは、電力需要家の敷地内に、当社が太陽光発電システムを設置・発電し、

電力需要家が自家消費する電力を供給する仕組みです。電力会社から電力供給を受ける場合に比

べ、送配電コストがなく、より環境性、経済合理性の高い電力供給方式となります。また、太陽光発電

システムは PPA 事業者である当社が保有するため、電力需要家は初期投資の負担なく、消費する

電力を再生可能エネルギーに切り替えることが可能となります。 

本取り組み（※3）は、オンサイト PPA に加え AI を活用した独自のエネルギーマネジメントプラット

フォーム（R.E.A.L. New Energy Platform®）（※4）を保有する株式会社アイ・グリッド・ソリューショ

ンズ（以下、アイ・グリッド）と連携し、電力需要を超えて発電する電力（余剰電力）をアイ・グリッドに売

電いたします。 

売電先のアイ・グリッドが余剰買取りをするには、電力の需要量と発電量の正確な予測技術が必

要であり、余剰電力循環モデルによる 100 施設以上の導入実績のある同社と協業することで、過去

の需要量を確認出来る既存建物と比べて難易度の高い新設建物においても本取り組みが可能とな

りました。 

また、これまで広大な屋根面積に比べ、電力需要量が比較的少ない特性を持つ物流施設では、

屋根の有効活用が課題となっておりました。本取り組みにより屋根全面を活用した自家消費太陽光

発電が可能となり、ZIP Inuyama・ZIP Kariya の電力需要家の再生可能エネルギー活用比率を高め

るとともに、電気料金と CO₂排出量削減の拡大に寄与します。あわせて本取り組みによる余剰電力

には環境価値を伴うため、ＦＩＴ制度に拠らない再生可能エネルギーの利用拡大にも寄与します。 

 

当社では、脱炭素社会の実現に向け、FIT 制度を背景とした太陽光発電設備に対するファイナン

ス提供、自社事業としての太陽光発電所の取得に取り組んでまいりました。加えて、FIT 制度に拠ら

ない太陽光発電自家消費モデルや、他社が所有する発電所の発電量最大化に向けたコンサルティ

ングなどの展開も開始しております。 

今後も、脱炭素社会の実現に向けた取り組みを推進し、中長期ビジョン『循環創造企業へ』の実

現に向けて、企業価値の向上に努めてまいります。  

 

 



 

※1 ZIP Inuyama・ZIP Kariya：法人向け不動産トータル・ソリューション・プロバイダーであるシービーアールイー株

式会社（CBRE）が開発プロジェクトサポート総合マネジメントを手掛け、管理（プロパティマネジメント）を行う物流

施設。  

※2 PPA：「Power Purchase Agreement（電力販売契約）モデル」の略。電力需要家が発電事業者から再生可能エ

ネルギー電力を直接購入する契約形態。 

※3 本取り組み：ZIP Inuyama・ZIP Kariya に対し、当社と施工会社のユニバーサル・エコロジー株式会社、余剰電

力売電先である小売電気事業者のアイ・グリッド・ソリューションズ株式会社が連携した取り組み。 

※4 エネルギーマネジメントプラットフォーム（R.E.A.L. New Energy Platform®）: 

コントロールしづらい太陽光の再生可能エネルギーを AI による     

高精度の電力予測と統合的な管理を行うプラットフォーム。これ 

により自施設のみならず他施設や家庭などの需要家に電力を融 

通することができ、垣根を越えて再生可能エネルギーを巡らせる 

ことが可能。 

 

 

 

 

【スキーム図】  

 
【導入拠点概要】 

 ZIP Inuyama ZIP Kariya 

所在地 愛知県犬山市 愛知県刈谷市 

運転開始日 2023 年 3 月 1 日 2023 年 3 月 1 日 

設置場所 物流施設の屋根上 物流施設の屋根上 

パネル容量（直流） 231kW 470kW 

年間発電量 284MWh 585MWh 

年間 CO₂削減量（想定） 約 109 トン 約 233 トン 

契約期間 20 年 20 年 

R.E.A.L. New Energy Platform®の管理画面 

電力の需要と発電量の予測技術により余剰電力を算出 



 

以  上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

リコーリース株式会社 経営企画部  TEL：050-1702-4203（直通） Email：ir@rle.ricoh.co.jp 

株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ マーケティング部 TEL：080-2458-2958 Email：pr@igrid.co.jp 

シービーアールイー株式会社（CBRE） 名古屋支店 中日本プロパティマネジメント部 TEL：052-205-6531  

ユニバーサル・エコロジー株式会社 再エネ事業部 TEL：052-529-1155 Email：info@unieco.co.jp 


